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２０２５年４月発行「№６５総合カタログ」に基づいております。

屋上点検口カバー（打込型）

②受枠と③ヒンジが取りはずせるよう

になっています。

受枠を工場または現場で打込んだ後

ヒンジとカバーをセットして下さい。

屋上点検口カバー

●KTJ 部分詳細図

ステンレス製 ※スチール製も製作できます。

KM-2AS （600） 非歩行用
●質量 12㎏

●部品表
№ 部　品　名 材　質 備　　考
① カ バ ー

SUS304 バ フ 研 磨

② 受 枠
③ ヒ ン ジ
④ 回 転 軸
⑤ 取 手
⑥ 掛 金 具
⑦ ク サ リ
⑧ ア ン カ ー
⑨ 南 京 錠 CAC203 －

●標準詳細図集該当品
標準詳細図 型 式 寸法

都市再生機構 機構住宅 AE-320 KM-2AS 600
東京都住宅供給公社 公社住宅 KE-211 KM-2AS 600
国土交通大臣官房 建築工事 5-21-1 KM-2AS 600

ステンレス製 ※スチール製も製作できます。

KT-S （600） 非歩行用
●質量 16.5㎏

ステンレス製

KTJ （600） 非歩行用
●質量 19.7㎏

●特　長
1.KT-Sはカバーが傾斜しているためカバーの上に

水が溜まりません。
2.KTJ はカバーを開くとロータリーステーの動作に

より約１1０°で自動固定します。

●KTJ 部品表
№ 部　品　名 材　質 備　　考
① カ バ ー

SUS304
－

② 受 枠
③ モルタル止め
④ ス テ ー
⑤ ヒ ン ジ
⑥ 取 手
⑦ パ チ ン 錠
⑧ 南 京 錠 CAC203
⑨ 組 立 ボ ル ト

SUS304
8-M8×20

⑩ 平 座 金 8-呼び8
⑪ 角 座 金 8-40×40×2φ8孔

●標準詳細図集該当品
標準詳細図 型 式 寸法

東京都住宅供給公社 公社住宅 KE-212 KT-S 600
都営住宅建築工事 R-32 KTJ 600

●KT-S 部品表
№ 部　品　名 材　質 備　　考
① カ バ ー

SUS304
－

② ヒ ン ジ
③ 受 枠
④ 取 手
⑤ 蝶 番
⑥ アンカー
⑦ ク サ リ
⑧ ゴムパッキン クロロプレン
⑨ 南 京 錠 CAC203

●注　意
屋上点検口カバーは、開放状態で放置しますと破損
のおそれがありますので、ご注意ください。

●注　意
屋上点検口カバーは、開放状態で放置しますと破損
のおそれがありますので、ご注意ください。

改良品！！
（従来品より大幅に施工性ＵＰ!!）

※施工例は 2-1-107ページを参照。

※施工例は 2-1-107ページを参照。

おすすめ !
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屋上点検口カバー　KTJ 施工手順

屋上点検口カバー　施工例
【都市再生機構　機構住宅　AE-320】

KM-2AS　屋根マンホール
【東京都住宅供給公社　公社住宅　KE-212】

KT-S　角形屋根マンホール

w

1.躯体にモルタル止めをセットします。

※固定後ある程度の位置調整はでき
ますが、墨だしをしてからセットする
ようにしてください。

※立ち上げ躯体の防水層施工を済ま
せてから施工を開始してください。

※躯体天端はフラットに施工するのが
望ましい。

6.モルタル止め固定完了後受枠を左写真
のようにセットしてください。

※受枠をセットする際は、蓋を開けた
状態で作業を行ってください。

※蓋を開けて作業する際は、蓋がロック
してある状態で行ってください。

2.コンクリート用ドリルでオールアンカー
打込み穴（M6用）を開けます。（8ヶ所）

※オールアンカーは、製品には付属して
おりません。

7.受枠セット後、付属のボルト（M8）で
締付固定を行ってください。（８ヶ所）

3.角座金をはめオールアンカー（M6）を
躯体に打込み固定してください。

8.受枠固定完了

※固定終了後、受枠内側の全周空間に
モルタルを詰めてください。

4.オールアンカー躯体固定後、ナットを
締めモルタル止めを躯体にしっかりと
固定してください。（8ヶ所）

9.施工完了状態。

5.モルタル止め躯体に固定完了。

（211）


